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 19のプロジェクトが計画され、順次開始。これまでに2兆円のうち約1.8兆円を配分済み。

計画立案・実施中のプロジェクト（1/2）

金額：プロジェクトの予算上限額
：研究開発を開始したプロジェクト（2022年12月20日時点）

1,195億円 498億円

3,000億円 700億円 1,935億円

1,262億円

688億円

1,152.8億円 567.8億円 382.3億円

※上記に加え、「廃棄物・資源循環分野におけるカーボンニュートラル実現」プロジェクトの計画を検討中。 1



計画立案・実施中のプロジェクト（2/2）

1,510億円 420億円 1,130億円

210.8億円

1,410億円

350億円 159.2億円 1,767億円

※上記に加え、
 「次世代デジタルインフラの構築」プロジェクトにおいて、「IoTセンシングプラットフォーム構築」の取組追加を検討中。
 「次世代航空機の開発」プロジェクトにおいて、「電動航空機の開発」の取組追加を検討中。

バイオものづくり技術による
CO2を直接原料とした
カーボンリサイクルの推進

公募審査中2022.12.19に採択公表
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金額：プロジェクトの予算上限額
：研究開発を開始したプロジェクト（2022年12月20日時点）



水素／蓄電池／バイオ分野のプロジェクト詳細
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プロジェクト③ 大規模水素サプライチェーンの構築（事業概要）

42021年5月18日 資源エネルギー庁発表資料

PJ予算総額：3,000億円



プロジェクト③ 大規模水素サプライチェーンの構築（事業体制）

※太字：幹事企業

テーマ1-1.水素輸送技術等の大型化・高効率化技術開発・実証
①液化水素サプライチェーンの大規模実証
・日本水素エネルギー株式会社、ENEOS株式会社、
岩谷産業株式会社
（補助、FY2021-FY2029）

②メチルシクロヘキサンサプライチェーンの大規模実証
・ENEOS株式会社
（補助、FY2021-FY2030）

テーマ1-2：液化水素関連材料評価基盤の整備
①国立研究開発法人物質･材料研究機構

(委託、 FY2021-FY2025)

テーマ1-3：革新的な液化、水素化、脱水素技術の開発
①革新的液化技術開発
・川崎重工業株式会社
（委託、FY2021-FY2030）

②直接メチルシクロヘキサン電解合成技術開発
・ENEOS株式会社
（委託、FY2021-FY2030）

テーマ1：国際水素サプライチェーン技術の確立
及び液化水素関連機器の評価基盤の整備

①大型ガスタービンによる水素混焼
・株式会社JERA
（補助、FY2021-FY2025）

②中型ガスタービンによる水素混焼・
専焼
・関西電力株式会社
（補助、FY2021-FY2026）

③大型ガスタービンによる水素専焼
・ENEOS株式会社
（補助、FY2021-FY2030）

テーマ2：水素発電技術（混焼、専焼）を
実現するための技術の確立

5



プロジェクト④ 再エネ等由来の電力を活用した水電解による水素製造（事業概要）

62021年5月18日 資源エネルギー庁発表資料

PJ予算総額：700億円



※太字：幹事企業

①大規模アルカリ型水電解装置の開発、グリーンケミカル実証
・旭化成株式会社、日揮ホールディングス株式会社
（補助、FY2021-FY2030）

②大規模PEM型水電解装置の開発、熱需要の脱炭素化実証
・山梨県企業局、東京電力ホールディングス株式会社・東京電力エナジーパートナー株式会社、東レ株式会社、
日立造船株式会社、シーメンス・エナジー株式会社、三浦工業株式会社、株式会社加地テック
（補助、FY2021-FY2025）

テーマ1：水電解装置の大型化技術等の開発、Power-to-X 大規模実証

プロジェクト④ 再エネ等由来の電力を活用した水電解による水素製造（事業体制）

・国立研究開発法人産業技術総合研究所
（委託、FY2021-FY2025）

テーマ２：水電解装置の性能評価技術の確立
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プロジェクト⑫ 次世代蓄電池・次世代モーターの開発（事業概要）

82021年11月11日 経済産業省発表資料

PJ予算総額：1510億円



※太字：幹事企業

プロジェクト⑫ 次世代蓄電池・次世代モーターの開発（事業体制）

（補助、FY2022-最長でFY2030）
・本田技研工業株式会社、
株式会社本田技術研究所
・日産自動車株式会社
・株式会社ＧＳユアサ
・パナソニックエナジー株式会社
・マツダ株式会社
・APB株式会社
・住友金属鉱山株式会社
・株式会社アルバック
・出光興産株式会社
・株式会社大阪ソーダ

テーマ1-1：高性能蓄電池・材料の研究開発
（委託→補助、FY2022-FY2030）
・住友金属鉱山株式会社、関東電化工業株式会社
・JX金属株式会社
・株式会社JERA、住友化学株式会社
・日産自動車株式会社

テーマ1-2：蓄電池のリサイクル関連技術開発

（補助（一部委託）、FY2022-最長でFY2030）
・株式会社日立製作所、日立Astemo株式会社、
株式会社日立インダストリアルプロダクツ、
大同特殊鋼株式会社、東北特殊鋼株式会社
・株式会社デンソー
・日本電産株式会社
・愛知製鋼株式会社

テーマ2：モビリティ向けモーターシステムの高効率化・
高出力密度化技術開発
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プロジェクト⑳ バイオものづくり技術によるCO2を直接原料としたカーボンリサイクルの推進（事業概要）

現在、公募審査中

PJ予算総額：1,767億円

102022年10月27日 経済産業省発表資料
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